
 

 

大阿蘇元気ウオーク（９月頃） 

雄大な自然を感じながら市内の各史跡や名所をゆっくりと堪能でき

るウオーキングイベント。 

火振り神事（３月） 

農業神が姫神をめとる｢御前迎え｣の儀式の一環で、御神体を迎えるため、縄

の先の芽束に火をつけて振り回す様子は美しく幻想的。 

おんだ祭り（御田植神幸式・７月） 

阿蘇大明神が阿蘇開拓と農耕の道をひろめた神徳をたたえ、年々の

豊作を祈るもので、青々とした、阿蘇の田園の中をゆったりと進む宇
う

奈
な

利
り

は、盛夏の阿蘇谷にいにしえの古式ゆかしい絵巻を見るような感

激を与えてくれます。 

自
然
豊
か
な
環
境
や
伝
統
を
い
か
し
た
祭

り
、
長
い
歴
史
の
な
か
で
変
わ
ら
ず
に
守
り

伝
え
ら
れ
た
神
事
な
ど
、
阿
蘇
市
に
は
独
特

の
祭
り
が
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
地
域
活
性
化
な
ど
を
目
的
に
、
市

民
主
体
の
催
し
が
各
地
域
で
行
わ
れ
て
い
ま

す
。 こ

れ
ら
の
祭
り
は
、
１
年
を
通
し
て
阿
蘇

の
魅
力
を
堪
能
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

神楽フェスティバル（１０月） 

県内外から多くの神楽団体が集い、舞を披露しあう神楽の祭典。 

平成２９年には初めての夜神楽を披露 

大阿蘇復興まつり（８月） 

 大阿蘇市民祭りに代わり地震以降開催している祭。 

夜には花火が上がります。 
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横参道のサクラ（３月下旬～４月上旬） 

全国的にも貴重な阿蘇神社の横参道を桜の花びらが彩

ります。 

バラ祭り（４月下旬～６月上旬） 

西日本最大級のバラドーム温室に450種4,000株の世

界中のバラが咲き誇ります。期間中は「春のバラ祭

り」としていろいろな催しが開催されます。 

ミヤマキリシマ 

仙酔峡（５月上旬～中旬）、草千里ヶ浜・阿蘇山上一帯（５月下旬～６月上旬） 

阿蘇中岳と高岳の北側に広がる渓谷にミヤマキリシマ(ツツジ)が咲き乱れます。その美しさは仙人も酔

うほどだといわれ、仙酔峡と名付けられました。 

また、草千里ヶ浜・阿蘇山上一帯でもミヤマキリシマの鮮やかな紅紫の花を咲かせます。 

仙酔峡のミヤマキリシマ 草千里ヶ浜のミヤマキリシマ 

スズラン自生地（５月頃） 

日本最南端のスズラン自生地として知

られる「波野のスズラン」。開花時期

には波野高原に５万株が花咲きます。 

長寿ヶ丘公苑（ツツジ）（４月下旬～５月上旬） 

狩尾地域の方々が管理する長寿ヶ丘公苑に１万株のツツジが山肌

にビッシリ。阿蘇五岳が一望できるビュースポットとしても楽しめ

ます。トイレ・駐車場も完備。 


